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地 域 経 済 の

魅力と活力あるまちづくりの推進

●下水道汚泥処理施設の集約化

●民間プロジェクトと連携したまちづくりの推進 ▼きたひろしま総合運動公園線（北広島市）

▼永山東光線(旭川市)

▼大野市街通（北斗市）

※浄化槽汚泥等の集約処理

し尿処理場の老朽化

●商店街の活性化を目指したまちづくりの推進

ボールパーク
建設地

永山東光線
L=1.0km

■永山東光線 JR石北線立体交差 完成パース

踏切混雑状況

■渋滞損失時間削減量
旭川環状線冬期混雑状況

（道）きたひろしま総合運動公園線 事業区間 L=2.8km

（市）西裏線 事業区間 L=1.7km

（市）西裏通 事業区間 L=1.2km

（市）北進通 事業区間 L=1.7km

■ボールパーク完成予想図

●渋滞解消や市街地の一体化のための立体交差などの整備推進

※北海道ボールパークHPより

＜事業の要望＞

▼集約化の事例
石狩川流域下水道（奈井江町）



活 性 化

整備後のイメージ
（管理用通路）

千本桜並木

▼文教通（函館市）
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▼利根別川（岩見沢市）

●北方型住宅2020の普及推進

▼南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ（南幌町）

▼町営住宅かみあつまきらりタウン団地（厚真町）

●子育て支援住宅の整備●ユニバーサルデザインによる公営住宅

町営住宅

分譲地

子育て支援施設

●幹線道路や通学路等における交通安全対策の
推進

●良好な水辺環境の創出

●空き家等対策の推進に向けた支援の拡充

▼市営住宅まちなか幸団地（紋別市）

◆車椅子でも使用可能な
流し台

◆介助しやすい広さや車いす
での使用に配慮した洗面所

体勢を保持するための
L字型手すりの設置

取り外し可能な間仕切

（身体状況の変化に応じて介助ｽﾍ゚ ｽーの
確保を可能とする多様性への対応例）

▼道内の空き家(種別)の推移
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別荘など二次的住宅の空き家

賃貸・売買用住宅の空き家

その他の流通しない空き家

その他の流通しない空き家の割合
(千戸)

解体の見通しが立たない
大規模空き建築物

住宅市場に流通しない
その他の空き家が増加

住宅地の隣接地に認定こども園
と児童会館を整備
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度重なる災害で多くの人命・財産を喪失

※令和３年度水管理・国土保全局関係予算概算要求概要より

〈暫定値〉

※パリ協定（気候変動に関する国際的枠組み）
における将来の気温上昇２℃以下に抑える
という目標を前提とした場合の算定結果

▼今世紀末時点での降雨量の変化倍率
（２℃上昇 ケース）※

気候変動により激甚化する水害や切迫する巨大地震等の
自然災害に備えた強靱化対策の更なる推進が必要

防 災 ・ 減 災、

▼今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率

▼国土強靱化地域計画策定状況（道内市町村）

※内閣官房ＨＰ資料をもとに作成

■策定済
■策定中
■策定予定

※全国地震動予測地図2018より

※気候変動を踏まえた治水計画のあり方
提言 参考資料をもとに作成

▼平成28年８月北海道を襲った一連の台風

■台風７号
■台風９号
■台風１０号
■台風１１号

▼過去の災害被害総額推移 災害による被害額は過去５年間で
約4,000億円

■雪
■大雨
■台風
■地震

141

2,000

208

1,000

(億円）

1,692

297

1,629

0
2014 2015 2016 2017 2018

台風災害
1,626億円

地震災害
1,477億円



〇2000年の有珠山噴火により、北海道縦貫自動車道が約15ヶ月間通行止めになったほか、
JR室蘭線も不通になるなど、北海道と本州間の人流・物流に重大な影響が出ました。

〇大規模災害（噴火・地震・津波）に備えて信頼性の高い代替ルートの整備が必要です。
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国 土 強 靱 化

■３か年緊急対策後の継続的な予算の確保
■流域治水の多面的な支援やダブルネットワーク等の確保

＜要 望＞

＜大規模災害時のリダンダンシーの確保＞

＜流域治水の多面的な支援＞

※国土交通省ＨＰ掲載を基に作成※河川図は国土交通省北海道局ＨＰ掲載より引用

1 石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト 9 網走川水系流域治水プロジェクト
2 石狩川（上流）水系流域治水プロジェクト 10 常呂川水系流域治水プロジェクト
3 後志利別川水系流域治水プロジェクト 11 湧別川水系流域治水プロジェクト
4 尻別川流域治水プロジェクト 12 渚滑川水系流域治水プロジェクト
5 鵡川水系流域治水プロジェクト 13 天塩川（下流）流域治水プロジェクト
6 沙流川水系流域治水プロジェクト 14 天塩川（上流）水系流域治水プロジェクト
7 釧路川水系流域治水プロジェクト 15 留萌川流域治水プロジェクト
8 十勝川水系流域治水プロジェクト ※プロジェクト名は北海道開発局各開発建設部ＨＰ掲載をもとに作成

凡 例

■：国の管理区間［河川］

●：主要都市

※河川図は国土交通省北海道局ＨＰ掲載より引用

【イメージ】○○川流域治水プロジェクト

（対策メニューのイメージ）

■河川対策
・堤防整備、河道掘削
・ダム再生、遊水地整備等

■流域対策（集水域と氾濫域）

・下水道等の排水施設、
雨水貯留施設の整備 等

・土地利用規制 等

・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等

■ソフト対策

■浸水範囲
（昭和××年洪水）

★戦後最大（昭和××年）と
同規模の洪水を安全に流す

遊水地整備

河川区域・災害危険
区域等の指定

霞堤の保全

堤防整備

河道掘削
樹木伐採

高潮対策

ダム再生

排水施設
の整備

雨水貯留施設の
整備



上：クサンル川
R2年8月大雨による
被災状況
左：無加川
H28年8月豪雨による
被災状況

▼都道府県別河川管理延長（km）

北海道は他府県平均の５倍強！

⑤

②

④
①

③

⑥⑦

⑧

⑨

⑩
氾濫区域

防 災 ・ 減 災、
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No 河　川 市町村

1 イブンベウシ川 鷹栖町

2 クサンル川 稚内市

3 釧路
くしろ

川
釧路市

釧路町

4 古丹別川
こたんべつ

苫前町

5 チマイベツ川
室蘭市

伊達市

6 伏
ふしこべつ

古別川 帯広市

7 堀
ほりかっぷ

株川 共和町

8 無加
 む か

川 北見市

9 湯
 ゆ

の川 函館市

10 望
もつきさむ

月寒川放水路 札幌市

＜事業の要望＞

▲稚内海岸大岬地区（稚内市）
越波状況

既設ダム再開発による
洪水調節機能の増強

堆砂容量

既
設
ダ
ム佐幌川

ＪＲ橋の流出

＜防災・減災対策箇所＞

＜予算の重点化が必要な代表河川＞

●危険箇所の防災対策●海岸保全施設の整備推進 ●都市災害を防止するための
無電柱化の推進

▲稚内天塩線（稚内市）
第１次緊急輸送道路に指定

▲大岸礼文停車場線（豊浦町）
落石崩壊発生状況

▲建築物の耐震化施工例 ▲建築物の免震装置の施工例 ▲であえーる幸団地（釧路市）
～津波避難ビルの機能を持つ道営住宅～

●災害時の避難、防災活動に寄与する
住宅等の整備

▲気門別川（伊達市）〈2017.9〉
河道内の土砂・流木堆積状況

●土砂災害対策施設の整備

▲佐幌ダム再生事業
再開発のイメージ図

●総合的な治水・利水対策の推進

▲佐幌川（新得町）〈2016.8〉
洪水被害状況

●住宅や建築物の耐震化の促進


